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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・目標シート及びスタッフ自己評価の入力をお願いします。自己評価は５月２８日までに入力して下さい。

・盛田CPより～アルコール依存症治療プログラムで、毎週火曜日に「困った場面の切り抜け方」を行なっています。当日担当になったスタッフは、ロールプレイまで繋げ実施していきましょう。

＜定期薬変更＞

・豊巻　薫　様～ネリプロクト軟膏　１ヶ　１×vds　→　止め

・蛭名　豊美様～リントン（３）２Ｔ　→　リスペリドン（２）２Ｔ　２×朝・夕

　　　　　　　　リントン（３）１Ｔ　１Ｔ　→　リスペリドン（２）　１Ｔ　１×vds

　　　　　　　　リスペリドン（１）　１Ｔ　１×夕　→　止め

　　　　　　　　タスモリン（１）　１Ｔ　１×夕　→　止め

＜皮膚科診察＞

佐々木　淳様～追加

　　　　　　　右膝　急性湿疹　　アズクロ１回/日

＜転入患者様情報＞

中川原　義雄様（55）　躁鬱病　医療保護入院　

担当医：安ヶ平Dr　担当PSW：山田　担当スタッフ：

入院年月日：H22.4.17（当院入院回数：8回目）

（既往歴）
H22年4月上旬ごろより不眠、多弁・多動的となり他者へ頻回に電話連絡する事や煙草や珈琲等の嗜好品摂取量の増加が目立っていた。易興奮的で家族へ怒鳴ることや暴力行為に及ぶことがあり、家族対応が困難となった事からH22年4月17日当院8回目の入院。

入院直後は家族に対する暴言聞かれ、易怒的であり多弁性も見られ、夜間の不眠傾向続いていた。徐々に易怒性消失し4月22日症状沈静化により東Bユニットへ移動。その後は外出、外泊訓練を行い、家族に対する易怒性や問題行動は見られていないが、病棟では日中殆ど臥床されているという状態。棟内においては作業療法、リハプロは治療費を払いたくない等の理由から参加拒否している状況。H22年5月25日、療養環境変更目的にて西病棟Bユニットへ移動となる。
（連絡事項）

・居室→西Ｂユニット24号室

・リハプロ、作業→主治医指示にて、5/26より導入予定。

・食事形態→常食大盛り

・カード→あり（1万/月）

・家族関係→妻とは同居しているが不仲。主援助者は母・長女となっている。

・5/26血中濃度測定の指示あり、採血予定。

＜日常生活支援評価・検討＞

・日常生活支援能力評価表（4・5月分）の記入し、提出してください。

＜SST評価・検討＞

Aユニット

（個別アプローチへの反応）

・横山　耕生様～表情ぼんやりしており、「良かったと思う」と無関心な様子。アプローチ試みるが「顔見知りの人とやっても意味が無い」「知らない人がいい」と話している。

・源波　明美様～ロールプレイしているが、表情冴えず集中出来ていない様子。スタッフ声掛けには「悩み事がひとつ増えて」と話している。

（全体の総括）

参加患者様が2名しかおらず、お互いに集中出来ていない様子。トレーニングとしての成果は低いと思われる。源波様の悩み事について尋ねるが話そうとせず。

Aグループ

（個別アプローチへの反応）

・新堂　寿子様～面会時に、措置解除にならない事に腹を立て、家族と喧嘩をしてしまったと話す。他患者様より1歩2歩下がって保護者の様子を伺った方が良いとアドバイスあり。次の面会の際は八つ当たりせず謝った方が良いと意見出ている。

（全体の総括）

全体的に意見が多く出ており、ロールプレイも集中して出来ている。

Bグループ

（個別アプローチへの反応）

・林　田鶴子　様～自己紹介の際、「出身地はシベリアです」と発表。再度聞き直すが無表情で「シベリアです」と話される。

・中森　みや子様～自発的に弟様へ連絡し、外出の予定を組んだ事発表され評価されている。

（全体の総括）

全体的に意見出して、取り組めている。

Cグループ

（個別アプローチへの反応）

・豊巻　薫　様～寝る前の挨拶が出来ていないとの事で、ロールプレイして頂いている。照れ臭い様子ありニヤつきながら行っている。

・西川　和恵様～「目を合わせて挨拶出来ている」と話すが、実際出来ていない事ある為ロールプレイ行なって頂いている。拒否無く実施し、目を合わせて行なう事出来ている。

（全体の総括）

積極的な発言が殆どなく、スタッフ促し要している。殆どの患者様が目標に対し「出来ている」と話している。今後も継続して行なっていくよう促しています。

Dグループ

（個別アプローチへの反応）

・羽立　和子様～目標について、「あまり出来なかった」と話している為ロールプレイを行なって頂いています。一言のみで終了し、スタッフアドバイス要しています。今週、同室者の新堂様へ挨拶する事目標としています。

・岡田　石子様～他者へ名前を聞く事を目標としていますが、一人くらいしか聞いていないとの事で、同室者へ名前を聞いてみるようアドバイスし、ロールプレイを行なって頂いています。

（全体の総括）

静かな雰囲気で、居眠りや下を向いている患者様いる為、適宜声掛け要しています。次週の課題では、羽立様・岡田様の目標達成状況について確認お願いします。

（検討内容）

・磯島　貴広様と中川原　義雄様について、SSTの導入の検討お願いします。

・グループの目的と違う目標を立てている患者様がいますので、短期目標設定時に患者様へ再度説明と確認お願いします。

